
（3）  着上陸侵攻の場合

①特徴
●船舶により上陸する場合は、沿岸部
が当初の侵攻目標となりやすい。
●航空機による場合は、沿岸部に近い
空港が攻撃目標となりやすい。
●国民保護措置を実施すべき地域が広
範囲にわたるとともに、期間が比較
的長期に及ぶことも想定されます。 

②留意点
●攻撃が予測された時点においてあらかじめ避難することも想定されます。
●避難が必要な地域が広範囲にわたり遠方への避難が必要となるとともに、
避難の期間が長期間にわたることも想定されます。避難の経路や手段など
について行政機関からの指示に従い適切に避難しましょう。

（4）  航空攻撃の場合

①特徴
●弾道ミサイル攻撃の場合に比べ、その兆候
を察知することは比較的容易ですが、あら
かじめ攻撃目標を特定することが困難です。
●都市部の主要な施設やライフラインのイン
フラ施設が目標となることも想定されます。 

②留意点
●攻撃の目標地を特定せずに、屋内への避難が広範囲にわたって指示され
ることが考えられます。屋内への避難にあたっては、近隣の堅牢な建物
や地下街などに避難しましょう。その後、状況に応じ行政機関からの指示
に従い適切に避難しましょう。
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